
自立に向かう図画工作科の学習とカリキュラムの展開

加　藤　潔　己

1　はじめに

教科提案の稿で述べたように,本校図画工作科の主たる目標は,創造的心情の育成である。創造

的心情とは,「よりよく人生をクリエイトしていく」心情であり,「困難に立ち向かい」,「殻を破っ

ていく」心情ととらえている。この心情は,学校教育という枠を越えて,自分のライフスタイルの

中,つまり,「生涯学習」の視点で考えようとするものであり,自己教育力の育成と深く関わるもの

であると考える。

本来,子ども達は一人ひとり,豊かな

思いを持っている。しかし,昨今,その

方法を知らずに,あるいは,その方法を

試すような経験を十分に保証されずに,

成長する子どもたちが増えているのでは

ないか。失敗を恐れ,のびのびと絵を描

けなかったり,一つの表現方法でしか表

そうとしなかったりする子どもたちも見

求める子ども像(図画工作科)

ー　 ′・一

られる。自分の思いを表現するのに多様な方法を試したり,じっくり考えたりすることや,また,

それを遊びの中で培っていくなどの環境が,効率化優先,見栄え重視,結果重視などの,大人の価

値観の暮らしのなかで,失われてきているのではないかと考えた。図画工作科として,このような

子ども達の実態とまわりの環境を踏まえて,求める子ども像を構想してきた。

2　研究の方向

「自立に向かう」ために,「自分で決める場」を大切にしている。図画工作の学習は本来,活動の

自由度も大きく,子ども達が自分で決めていくことは多い。そこで,決めたり,選んだりする場や

環境として,次のようにいくつかの要素について考えた。

決定要素として考えたもの

学習のねらいによって,何を学習者(子ども)が決め,何を指導者(教師)が決めていくのかを

整理していく。その中で「自立」という視点,つまり主体的思考力,課題解決能力,関わりの中で

自信を持って「自分らしさ」を探究していく力を育んでいくうえで,子ども達が「自分の思いを持っ

て,自分の力で決めていくこと」が重視されなければならないと考える。

さらに高学年では,「自ら必要な方法を考え,判断」するうえで,見通しをもって,総合的に学習

することに重点を置く。ここでいう「総合的に」とは,それまでに学習してきたいろいろな材料経

験,表現方法を駆使して取り組むという意味での「総合的に」である。扱う材料や表現方法,表現

方法など,さまざまことを,子ども達が自分で決めていく場が期待できる題材の開発を構想した。

(1)題材づくりの視点　総合的に取り組める題材
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これまでに積み重ねてきた材料経験や取り組んできた表現方法,表現形式を生かすことができる

ような濱材の設定を考えていく。逆に言えば,この題材に取り組む以前に,発展性のある題材,次

に生かせる題材を積み重ねてきたかどうかが問われるところである。

本稿では,以上述べてきた「総合的に取り組む題材」の指導事例を紹介する。

3　実践事例

題　材　　「島をひとつもらえたら」　　6学年単式学級　38名

題材について

「自分だけの島」という投げかけは子ども達の空想の世界を広げ,様々な発想を期待できると考

える。子ども達は「自分の島」をつくりながら,自分の夢やあこがれ,願いをふくらませたり,深

めたりしながら,自分なりのイメージを追求するであろう。

「島をひとつもらえたら」という題材のテーマは教師サイドで提案する。そこから先,つまり,

材料や用具あるいは方法や技法についての決定は,子ども達が,自分で考え,判断し,表現する題

材として設定する。ここでは,これまでに積んできた材料経験や取り組んできた表現方法,あるい

は表現形式を生かして,総合的に製作していくことをねらっている。

これまで本学級の子ども達は,五年生で「自分だけのどこでもドア」そして,「不思議なたまごの

中から」など,夢やあこがれなどの自分の思いを,自分で決めた自分なりの材料や方法で表現する

題材に取り組んできた。そこでは,また,製作過程について,大まかな見通しを持って構想する経

験も積んできた。しかし表現方法や様式に関しては,まだまだ自分の思いに応じていろいろな方法

を試したり,追究したりするまでには至っていない。

学習のねらい

指導内容と計画

第一次(2時間)構想

決定要素と決定主体

7時間(本時　第一次　第2時)

第二次(4時間)製作 第三次(1時間)鑑賞

鑑

子どもが決める　　　　　　　　　　　　　　　　　教師が決める(設定する)

対頂尊

方法(技法)
空間(立体,平面)

表現形式

どんなテーマで

何を使って

いつ,どのくらいの時間で

どんな方法で

どこに

だれと

どんなふうに

フナ-マ

時間

イ中間
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本時のねらい

自分が作りたい島のイメージを追求するための表現方法や材料選びについて,見通しを持って構

想することができる。

準備物　(教師)これまでの造形活動の経験を想起できる資料,数種類の島そのものの製作の表現

方法のサンプル,材料のサンプル　(子ども)設計図,構想のメモ,絵コンテなど

学習の様子

子ども達は,第一次の学習で,友達と話し合ったり,簡単な設計図を描いたりしながら,楽しく

自分の作りたい島について想像した。第1次の2時間目には,サンプルとして,必要な子どもたち

に作品例を紹介した。

第二次からは,自分の作りたい島の製作につ

いて計画を立てたり,様々に試したりしていき

ながら,構想を練る時間である。子ども達が,

自分のイメージしている島をどのような形にす

るのか,どのような材料で作るのか,自分のイ

メージにより近い方法は何なのかを構想できる

ように,進んで試していける場を設けていく。

まず,子ども達は,前時までに考えた作りた

い島のイメージをもう一度見直すとともに本時

のめあてをつかむ。一人一人が自分の設計図,

構想のメモ,絵コンテなどを見直すことによって,再度,自分の島のイメージに近いものになって

いるかふりかえることができるようにするところから始まる。

ぎI　.`i

継浦項勘鴫憾

醤滋瀕錬躾煽

そのための支援活動として,教師側からは,数種類の島の

製作の表現のサンプルやこれまでの造形活動の経験を想起で

きる資料のコーナーを設定することによって,自分の作りた

い島のイメージを追求するための表現方法や材料,用具など

の選択について考えることができるようにする。

次に,子ども達は,表現方法や材料,用具選択などについ

て構想する。

教師側の働きかけとして,次の点に心がけながら,個別指

導をしていく。

・新しい発想やよい工夫があれば,その場で取り上げて,

他の子どもに紹介する。

・自分の思いにあわせて,素材や用具を選んだり,新しい表現を試みたりすることを励ます。

・必要によって新たに,設計図,構想メモや給コンテなどに書くことをすすめる。

この時間の終わりには,活動をふりかえり,次の時時からの活動の見通しを持つことができよう
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に,本時の感想や次にしてみたいことについてふりかえる場を設け,次からの活動の見通しを持っ

た。

子ども達の活動の様子および作品

実践をふりかえって

島を作るときのその土台になる物として,ベニヤ板(45cmの正方形),発泡スチロール(40cmの正

方形)を用意した。これらは必要によって使うことをすすめたが,ほとんどの子ども達が,どちら

か,あるいは両方を使った。子ども達が製作していくときの様子から考えると,45cmあるいは40cm

の大きさがサ　この時期の6年生にとって,全員には,ベストサイズではなっかたと思われる。子ど

もによっては,2枚,3枚とつなぎ合わせ,大きな物を作ることもあったが,もう少し小さなサイ

ズの物に,思いを入れやすい子ども達もいるのではないかと考える。学年が上がるほど大きな物を

という発想とは逆に,小さな物に集中することも十分考えられよう。

教師側の願いの中に,子ども達が試行錯誤の中や失敗経験の中で,いろいろなことをつかんでい

き,できるだけ,事前の先回り指導をしないように設定したが,紙粘土を使う子どもには,乾燥を

考えた保管の仕方の指導も事前の指導としては必要であろう。どこまで指導し,どこまで任せるか

の見極めが難しいところである。

4　自立に向かう図画工作科の教育課程(カリキュラム)の視点

子ども達の「自立」を育む上では,できるだけ子ども達が自分たちで決めていく場を保証するこ

とを重視したい。つまり決定要素をできるだけ子ども達に委ねていくというものである。このよう

な題材を,年間指導計画の中に位置づけていくことが必要であると考える。ただ,このような題材

が多ければ多いほどいいということではなく,下の表のようにねらいを焦点化した題材を考えなく

てはならない。教師側の設定の割合が大きい題材で,子ども達が様々な造形経験をつんで行くこと

も不可欠なことである。

教師側の設定の割合が多い遵材
子どもが自分で決めることが多い
題材

材

表現欲求,心の解放を主なねらい
とする題材

材料経験,表現方法e表現様式の
獲得を主にねらう題材

相互理解を主なねらいとする題材

造形的な見方・考え方の獲得を主
なねらいとする題材

知識,技能,造形文化の獲得を主
なねらいとする題材

「造形遊び」の考え方をもとにして
この表の視点で,高学年(5・6学年)のカリキュラムを構想した。(次ページ)
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5 学 年 題　 材　 名 ね　　 ら　　 い

知乱　 技能, 造形 伝えるくふう

④

形の単純化や色調の工夫により, 知

シ

ヨ

l

卜

タ

イ

ム

の

鑑

賞

題

材

文化の獲得を主な らせるものや場所の特色を生かして

ねらいとする題材

材料経験, 表現方

伝えるものをつくり生活を豊かにで

きることを理解するようにする。

光の国の動物たち

④

自分の考えた空想の動物を作 り, 光

法 ・表現様式の獲 の効果を生かして表現する楽しさを

得を主にねらいと 味 うようにする。

する馬材 形や色の美しさや力強さ, 不思議さ

など, 立体 としての特徴をとらえる

ようにする。

ニ̀-.,::i:;:..1嘉:;i',・ニー.

表現欲求, 心の解 土鈴を作ろう やきものを焼 く楽しさ, 粘土が焼成

放 を主なねらいと ⑥ されてい く不思議さを感 じとり, 素

する題材

材料経験, 表現方

朴な土鈴の音を体感するようにする

一枚の板から

⑧

友だちを描こう

生活を豊かにするものを用途や美し

法 ・表現様式の獲 さなどを考え, 見通しを持っで意欲

得 を主にねらいと 的に製作するようにする。

する題材

相互理解を主なね

デザインの能力や創造的な工作の能

力を高め, 自分で作ったものを使 う

楽しさを味わうようにする。

運動会, 遠足などの友達の様子を表

らいとする題材

材料経験, 表現方

④

竹 と遊ぼう

④

年賀状

現するようにする。

小刀の使い方を理解し, 竹を成形す

法 ・表現様式の獲 るようにする。

得を主にねらいと 竹の特質を理解し, 用具などを正確

する題材

知識, 技能, 造形

に使うようにする。

木版画の特色を生かし, 楽 しい年賀

文化の獲得を主な

ねらいとする題材

木版画カー ドづ くり

⑥

状づ くりをするようにする。
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6 学 年 題　 材　 名 ね　　 ら　　 い

シ

ヨ

l

卜

タ

イ

ム

の

鑑

賞

題

材

シ

ヨ

l

卜

タ

イ

ム

の

鑑

賞

題

材

材料経験, 衷玉見方　 パ ズル を作 ろう

獲

、と　　　　　　　　　　 ⑧

木 をつかって計画的に製作すること

法 ・襲現様式の や, 糸の こぎ りの基本的な扱 いに慣

得 を主 にぬ らし

す る壌樹

表現欲求, 心の

れ るようにす る。

解　 た こを作 ろう

、と

(山の学習)

山の学習 であげるたこを自作す る楽

故 を主 なぬ らし しさを昧 うようにする。

す る題材

材料経験, 襲玉

竹ひご, 和紙 , 糸などの材料の特質

④ を生か し, 見通 しをもって製作する

ようにする。

見方　 切 り絵 を しよう

攫

、と　　　　　　　　　　 ⑥

切 り絵 の味わいに関心を もち製作意

法 や表現様式の 欲が もてるようにする。

得 を主 にね らも 構想 を練 ることを楽 しみ, 表現をエ

す る唐手才

知漁, 技能 , 造

夫する姿勢 をもつようにする。

ピカソを鑑賞 しよう

④

ピカソの造形作品を鑑賞 し, ピカソ

文化の獲得 を主 の製作への考 え方, 人間性 にふれ,

ね らい とす る漫

造形的な見方 ・

え方の獲得 を主

ねらい とす る馬

鑑賞 を楽 しむようにする。

Tlだ つr 漱

サ綻ぶ

同 譲、‡◆ よ 、芝

など 発 蓋 碁 に
0

ザイ撥 譲華
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